
 

 

 

 

 

《「成長を実感！」宿泊体験活動：農村民泊体験＆ふれあい合宿 編》 

 ６月下旬、１・２年生が学校を離れ、それぞれの場所で体験活動に取り組みました！ 

 

 

  

 

梅雨空の下、日本の原風景が残る農村（豊 

後高田市・国東市）で、２年生が３３軒の農 

家に分かれ、農作業体験を行いました。あい 

にくの雨の中での活動となりましたが、どの 

家庭も人情たっぷりに雨だからできる事を工 

夫していただき、楽しく、そして積極的に取 

り組む生徒たちの姿をたくさん見ることがで 

きました。退村式後のお別れでは、涙を流し 

挨拶する姿もあり、人とふれあう愉しさをいっぱい感じ取るとともに、働くことへのこだわりとや

りがい、困難を克服する知恵などを感じ取ったことが伝わってきました。中学生活も半ばを迎えた

２年生。それぞれが抱く夢や希望に向けて大きく成長するきっかけとなった３日間だったようです。 

 

 

 

 

 入学後２ヵ月半ほど経ち、中学校の生活に 

も慣れてきた１年生が、一致団結のスローガ 

ンのもと、玄海青年の家で友達や先生と共に 

集団生活を送るふれあい合宿を行いました。 

豊かな自然の中、班で協力しながら互いに知 

恵を出し合い、問題を解決していった野外活 

動。ろうそくの火を見つめ心ひとつにこれか 

らの団結を改めて誓ったキャンドルの集いな 

ど、今後の自分たちの学校生活の在り方につながる貴重な体験となりました。友達や先生の新たな

一面に感心したり、驚いたりした場面もあったようです。１年生の皆さんが、思いやりの心を大切

に、日々の学校生活の中で一致団結して協力・責任・笑顔を実行していくことを期待しています。 

《ＳＮＳの怖さ！保護者と学ぶインターネット教室を開催》 

６月２日、土曜授業の３校時、NPO法人子どもとメディアの本山晴子先 

生をお招きして、規範教育講演会を開催しました。「その情報本当なの？ 

なりすましでは？」等の先生の問いかけにドキッとする場面も多く、便利 

なツールも使い方を間違うと取り返しがつかなくなる事を改めて実感しま 

した。ネットによる被害や依存症等が社会問題化している中、ご家庭でも 

利用する場合のルールを子どもとしっかり話し合うことの大切さを強く感 

じました。学校開放授業参観を含め、多数の保護者の方にご参加いただき有難うございました。 

２年：農村民泊体験（19～21日、２泊３日） 

スローガン≪体験から学び～「人」から学

ぶ「自然」から学ぶ「感謝」から学ぶ」≫ 
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１年：ふれあい合宿（22～24日、２泊３日） 

スローガン 

≪一致団結～協力・責任・笑顔～≫ 


